
国立大学法人大分大学の役職員の報酬・給与等について（令和６年度）

Ⅰ 役員報酬等について

1 役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

  ②令和６年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
実績を含む。）

③ 役員報酬基準の内容及び令和６年度における改定内容

役員の給与は、本給、調整手当、広域異動手当、通勤手当、単身赴任手当及び期末特別手当から

構成されている。令和6年度において、学長には、国立大学法人大分大学役員給与規程に則り、

本給（968,000円～979,000円）に、通勤手当を加算し算出している。期末特別手当についても、

同規程に則り本給月額及び本給月額に100分の20を乗じて得た額並びに本給月額に100分の25を乗

じて得た額の合計額を基礎として、これに100分の142.5を乗じ、さらに基準日以前6か月以内の

期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。

令和6年度においては、給与水準の見直しのため、令和7年3月から本給月額の引上げ（11,000

円）、期末特別手当の支給率の引上げ（年間0.05月分増）を実施した。

役員の給与は、本給、調整手当、広域異動手当、通勤手当、単身赴任手当及び期末特別手当か

ら構成されている。令和6年度において、理事には、国立大学法人大分大学役員給与規程に則り、

本給（763,000円～829,000円）に、調整手当、通勤手当、単身赴任手当を加算し算出している。

期末特別手当についても、同規程に則り本給月額及びこれに対する調整手当及び広域異動手当

の月額に、本給月額及びこれに対する調整手当及び広域異動手当の月額に100分の20を乗じて得

た額並びに本給月額に100分の25を乗じて得た額の合計額を基礎として、これに100分の142.5を

乗じ、さらに基準日以前6か月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た

額としている。
令和6年度においては、給与水準の見直しのため、令和7年3月から本給月額の引上げ（9,000
円）、期末特別手当の支給率の引上げ（年間0.05月分増）を実施した。

本給において、役員の職務の困難度、実績等を勘案して必要と認める場合は、学長は、経営協議会の議を経て、役員

別に規定されている号給の範囲を超えて本給を決定することとしている。

期末特別手当（ボーナス）において、国立大学法人評価委員会が行う業績評価及び業務に対する貢献度等を総合的に

勘案して、学長が、経営協議会の議を経て、標準支給額の100分の10の範囲内で増額又は減額できることとしている。

なお、令和6年度は増額又は減額での支給はなかった。

非常勤役員の給与は、国立大学法人大分大学役員給与規程に則り、非常勤役員手当及び通勤手

当から構成されており、理事にあっては月額300,000円に通勤手当を加算し算出している。

役員の給与は、本給、調整手当、広域異動手当、通勤手当、単身赴任手当及び期末特別手当か

ら構成されている。令和6年度において、国立大学法人大分大学役員給与規程に則り、本給

（637,000円～644,000円）に、通勤手当を加算し算出している。期末特別手当についても、同

規程に則り本給月額及び本給月額に100分の20を乗じて得た額並びに本給月額に100分の25を乗

じて得た額の合計額を基礎として、これに100分の142.5を乗じ、さらに基準日以前6か月以内の

期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。

令和6年度においては、給与水準の見直しのため、令和7年3月から本給月額の引上げ（7,000

円）、期末特別手当の支給率の引上げ（年間0.05月分増）を実施した。

当該法人の主要事業は教育・研究事業である。役員報酬水準を検討するに当たって、他の国立大学法人、国家公務員、

類似事業を実施している民間法人や独立行政法人等のほか、国・地方公共団体が運営する教育・研究機関のうち、常

勤職員数（当該法人2,057人）や教育・研究事業で比較的同程度と認められる、以下の法人等を参考とした。

(1)国立大学法人宮崎大学･･･当該法人は、同じ国立大学法人として教育・研究事業を実施している（常勤職員数

1,443人）。公表資料によれば、令和5年度の長の年間報酬額は15,368千円であり、公表対象年度の役員報酬規則に記

載された俸給等を勘案すると、約15,956千円と推定される。同様の考え方により、理事は約13,095千円～約13,282千

円、監事は約10,715千円と推定される。

(2)事務次官年間報酬額･･･23,235千円

非常勤役員の給与は、国立大学法人大分大学役員給与規程に則り、非常勤役員手当及び通勤手当

から構成されており、監事にあっては月額200,000円に通勤手当を加算し算出している。

令和6年度においては、月額100,000円であった手当額をその職責及び勤務形態を考慮して月額

100,000円、200,000円のうちから学長が決定するよう改正した。
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２ 役員の報酬等の支給状況
令和6年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

15,769 11,627 4,000
120
22

（通勤手当）
（給与調整一時金） ※

千円 千円 千円 千円

13,340 9,849 3,388
85
18

（通勤手当）
（給与調整一時金） ※

千円 千円 千円 千円

15,114 9,126 3,570

1,460
912
24
20

（調整手当）
（単身赴任手当）

（通勤手当）
（給与調整一時金）

◇

千円 千円 千円 千円

12,386 9,165 3,153
50
18

（通勤手当）
（給与調整一時金） ※

千円 千円 千円 千円

12,386 9,165 3,153
50
18

（通勤手当）
（給与調整一時金） ※

千円 千円 千円 千円

12,386 9,165 3,153
50
18

（通勤手当）
（給与調整一時金）

千円 千円 千円 千円

3,642 3,600 0 42 （通勤手当） ※

千円 千円 千円 千円

4,499 3,185 1,293 21 （通勤手当） R6.8.31 ※

千円 千円 千円 千円

5,325 4,466 803
42
14

（通勤手当）
（給与調整一時金） R6.9.1

千円 千円 千円 千円

2,477 2,400 0 77 （通勤手当）

注1：総額、各内訳について千円未満切り捨てのため、総額と各内訳の合計額は必ずしも一致しない。
注2：「前職」欄の「◇」は役員出向者、「※」は独立行政法人等の退職者であることを示す。
注3：「調整手当」とは、就任直前に、民間の賃金水準が本法人より高い地域に在勤していた役員に支給

しているものである。
注4：「給与調整一時金」とは、令和7年3月に適用した本給月額の引上げ改定について、令和7年1月、2月

についても適用したものとみなした場合に支給される給与の額と、改定前の給与の額の差額を一時金
として支給しているものである。

３ 役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】

法人の長

C理事

Ｂ監事

役名

Ｃ監事
（非常勤）

Ｆ理事
（非常勤）

前職

E理事

就任・退任の状況

A監事

その他（内容）

法人の長

A理事

B理事

D理事

大分大学は、人間と社会と自然に関する教育と研究を通じて、豊かな創造性、社会性及び人間

性を備えた人材を育成するとともに、教育・研究・医療・社会連携への取り組みを通して特色

ある大学づくりを目指し、総合大学としての機能の高度化や「地の拠点」としての役割を果た

すことを目標に、地域のニーズを踏まえた教育研究組織の見直し、ガバナンス改革を学長の

リーダーシップのもとで推進している。そうした中で、大分大学の学長は、法人を代表しその

業務を総理するとともに、校務を司り、所属職員を統督して、経営責任者と教学責任者の職務

を同時に担っている。

学長の年間報酬額は、人数規模が同規模である民間企業の役員報酬36,138千円と比較した場合、

それ以下であり、また、事務次官の年間給与額23,235千円と比べてもそれ以下となっている。

大分大学では、学長の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給月額を踏まえ

て決定しているが、学長の職務内容の特性は上記のとおり法人化移行前と同等以上であると言

える。こうした職務内容の特性等を踏まえると、学長の報酬水準は妥当であると考えられる。
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理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

【文部科学大臣の検証結果】

大分大学の理事は、『企画・戦略，医療・病院』、『総務，財務，広報』、『教育，学生・留
学生支援』、『研究，産学連携』、『社会連携，コンプライアンス』、そして『高大接続，附
属学校』というそれぞれの職務において、学長を補佐し、法人の業務を掌理する。また、学長
に事故があるときはその職務を代理し、学長が欠員のときはその職務を担っている。理事の年
間報酬額は、人数規模が同規模である民間企業の役員報酬36,138千円と比較した場合、それ以
下であり、また、事務次官の年間給与額23,235千円と比べてもそれ以下となっている。

大分大学では、理事の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給月額を踏まえ

て決定しているが、こうした職務内容の特性等を踏まえると、理事の報酬水準は妥当であると

考えられる。

大分大学の監事は、国立大学法人大分大学の業務を監査し、財務及び会計の適正を期するとと

もに、業務の適法かつ合理的な運営を図る職務を担っている。監事の年間報酬額は、人数規模

が同規模である民間企業の役員報酬36,138千円と比較した場合、それ以下であり、また、事務

次官の年間給与額23,235千円と比べてもそれ以下となっている。

大分大学では、監事の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給月額を踏まえ

て決定しているが、監事の職務内容の特性を踏まえると、監事の報酬水準は妥当であると考え

られる。

職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職、他の同規模の国立大学法人、民間企業等との比

較などを考慮すると、役員の報酬水準は妥当であると考える。

大分大学の理事は、『企画・戦略，医療・病院』、『総務，財務，広報』、『教育，学生・留
学生支援』、『研究，産学連携』、『社会連携，コンプライアンス』、そして『高大接続，附
属学校』というそれぞれの職務において、学長を補佐し、法人の業務を掌理する。また、学長
に事故があるときはその職務を代理し、学長が欠員のときはその職務を担っている。
大分大学の非常勤理事の報酬は、その勤務形態等により手当として支給している。非常勤理事
の報酬額は、職員数や学部構成等が同規模の他の国立大学法人と同水準であることに加え、非
常勤理事の職責、勤務形態及び職務内容の特性等を踏まえると、非常勤理事の報酬水準は妥当
であると考えられる。

大分大学の監事は、国立大学法人大分大学の業務を監査し、財務及び会計の適正を期するとと

もに、業務の適法かつ合理的な運営を図る職務を担っている。

大分大学の非常勤監事の報酬は、その勤務形態等により手当として支給している。非常勤監事

の報酬額は、職員数や学部構成等が同規模の他の国立大学法人と同水準であることに加え、非

常勤監事の職責、勤務形態及び職務内容の特性等を踏まえると、非常勤監事の報酬水準は妥当

であると考えられる。

3



４ 役員の退職手当の支給状況（令和6年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

3,199 4 0 R6.8.31 - ※

注1：「前職」欄の「※」は独立行政法人等の退職者であることを示す。

５ 退職手当の水準の妥当性について
【法人の判断理由等】

区分

【文部科学大臣の検証結果】

６ 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

当該監事は、法人の業務監査担当として、事務局、各学部、各センターの業務運営状況に係る定期監査を実施するとともに、医師の働き方改

革、事務系職員の人材育成、研究活動、学生支援、公的研究費不正防止と内部統制などについて、業務改善を提案し、その後の状況をフォ

ローアップするなど本学の業務運営等に大きく貢献した。

これらの職務実績と国立大学法人評価委員会が行う業績評価の結果を勘案した上で、国立大学法人大分大学役員退職手当規程により退職手

当額を決定したが、業績評価の結果を勘案した増額又は減額は行っていない。

監事A

監事A

法人の長

理事

法人の長

法人での在職期間

理事 該当者なし

判断理由

該当者なし

本給において、役員の職務の困難度、実績等を勘案して必要と認める場合は、学長は、経営協議会の議を経て、役員

別に規定されている号給の範囲を超えて本給を決定することができることとしている。

期末特別手当（ボーナス）において、国立大学法人評価委員会が行う業績評価及び業務に対する貢献度等を総合的に

勘案して、学長が、経営協議会の議を経て、標準支給額の100分の10の範囲内で増額又は減額できることとしている。

在職期間における法人及び個人の業績などを考慮すると、役員の退職手当の水準は妥当であると考える。
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Ⅱ 職員給与について
１ 職員給与についての基本方針に関する事項

③  給与制度の内容

④  令和6年度における主な改定内容

① 職員給与の支給水準の設定等についての考え方

② 職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
の仕組み及び導入実績を含む。）

職員の給与水準を検討するに当たって、同規模（当該法人2,057人）の他の国立大学法人、国家公務員等の給与水準
を参考にした。

・国立大学法人宮崎大学・・・当該法人は同じ国立大学法人として教育・研究事業を実施している（常勤職員数

1,443人）。
・国家公務員・・・令和5年度国家公務員等給与実態調査において、国家公務員のうち行政職俸給表（一）の平均給
与月額は
404,015円となっており、国家公務員全職員の平均給与月額は412,747円となっている。

・令和5年度職種別民間給与実態調査結果をもとに算出された民間給与の平均月額は407,884円となっている。

人件費については、法人運営費に占める割合が大きく、法人の運営のあり方に大きな影響を及ぼすことになるため、
中長期的な視野に立った人件費管理を行う必要があり、中期計画期間中の予算の年度展開を参考に、本学にて決定
された当初予算の範囲内で、総額一括管理方式により運用している。

本学が規定する職員評価の結果を基礎資料とし、職員の勤務成績等に応じて、現に受けている本給の昇給、昇格、

降格及び賞与（6月期、12月期）における支給割合の増減を行っている。

昇給については、1月1日（2号年俸制適用教員については4月1日）に在職する職員に対し、前1年間におけるその者

の勤務成績に応じて、最高8号給上位の号給に昇給させることができる。

賞与（勤勉手当）については、6月1日及び12月1日（以下「基準日」という。）にそれぞれ在職する職員に対し、基

準日以前6か月以内の期間におけるその者の勤務成績に応じて、それぞれ支給割合を決定する。

昇格は、勤務成績が良好で、かつ本学が規定する必要経験年数又は必要在級年数を有している者は、上位の職務の

級に決定することができる。また、降格については、勤務成績が不良な場合は、下位の級に決定することができる。

また、平成27年1月1日から導入した新たな年俸制度の適用を受ける職員について、業績年俸の額は、前年度におけ

る勤務を対象として、その者の勤務成績の評価に基づき、学長がこれを決定することとしている。

○国立大学法人大分大学職員給与規程（以下「職員給与規程」という。）の適用を受ける職員

・給与は、基本給（本給＋本給の調整額）及び諸手当（扶養手当、管理職手当、調整手当、広域異動手当、住居

手当、通勤手当、単身赴任手当、特殊勤務手当、特別診療手当、入試手当、分娩手当、救急勤務医手当、新生

児担当医手当、経営協議会委員手当、看護系技術職員特例手当、専門看護師等手当、産業医手当、放射線取扱

主任者手当、手術部看護業務手当、病院長補佐業務手当、看護職員等特別手当、教育学部附属幼稚園教育職員

特別手当、クロスアポイントメント手当、高度救命救急センター看護業務手当、医療従事者等処遇改善手当、

面接指導実施医師手当、超過勤務手当、休日勤務手当、夜勤手当、宿日直手当、管理職員特別勤務手当、初任

給調整手当、義務教育等教員特別手当、期末手当、勤勉手当、外部資金獲得手当、競争的研究費等業績手当）

とする。

・期末手当については、期末手当基礎額（本給及び扶養手当の月額並びにこれらに対する調整手当及び広域異動

手当の月額の合計額）に100分の125を乗じ、さらに基準日以前6か月以内の期間におけるその者の在職期間に

応じた割合を乗じて得た額としている。

・勤勉手当については、勤勉手当基礎額（本給の月額並びにこれに対する調整手当及び広域異動手当の月額の合

計額）に国立大学法人大分大学期末手当、勤勉手当及び期末特別手当支給細則に規定する割合を乗じて得た額

としている。

○国立大学法人大分大学の年俸制に関する規程の適用を受ける職員

・給与は、基本給（本給＋本給の調整額）及び職員給与規程の適用を受ける職員の諸手当のうち期末手当、勤勉

手当を除いたもの。

○国立大学法人大分大学年俸制適用教員給与規程の適用を受ける職員

・平成27年1月1日から新たな年俸制として導入

・給与は、年俸（基本年俸＋業績年俸）及び職員給与規程の適用を受ける職員の諸手当のうち期末手当、勤勉手

当を除いたもの。

○国立大学法人大分大学２号年俸制適用教員給与規程の適用を受ける職員

・令和2年4月1日から新たな年俸制として導入

・給与は、年俸（基本給＋業績給（期末手当相当及び勤勉手当相当））及び職員給与規程の適用を受ける職員の
諸手当のうち期末手当、勤勉手当を除いたもの。

国家公務員の給与水準の見直し（民間給与との較差等に基づく給与改定）に関連し、以下のとおり措置を講じた。

・実施期間：令和6年12月～

・諸手当関係の措置の内容：期末手当支給率の引上げ（年間0.05月分増）、勤勉手当支給率の引上げ（年間0.05月

分増）

・実施期間：令和7年3月～

・本給表関係の措置の内容：若年層に特に重点を置きつつ、本給表を引上げ改定
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２ 職員給与の支給状況

① 職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

1,198 41.2 6,016 4,394 54 1,622
人 歳 千円 千円 千円 千円

259 42.8 5,491 3,982 60 1,509
人 歳 千円 千円 千円 千円

234 51.8 8,370 5,986 56 2,384
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

467 36.4 5,389 4,008 49 1,381
人 歳 千円 千円 千円 千円

22 41.5 4,488 3,301 45 1,187
人 歳 千円 千円 千円 千円

23 41.6 6,882 5,021 81 1,861
人 歳 千円 千円 千円 千円

36 41.1 6,574 4,797 66 1,777
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

157 37.3 5,201 3,824 54 1,377
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

13 63.7 4,480 4,480 58 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

13 63.7 4,480 4,480 58 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

区分

技能・労務職種

教育職種
（附属高校教員）

リサーチ・アドミニスト
レーター

医療職種
（病院医療技術職員）

医療職種
（病院看護師）

令和6年度の年間給与額（平均）

常勤職員

うち賞与総額
人員

医療職種
（病院看護師）

事務・技術

教育職種
（大学教員）

うち所定内

医療職種
（病院医師）

平均年齢

再雇用職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）

医療職種
（病院医師）

教育職種
（外国人教師）

医療職種
（病院医療技術職員）

その他医療職種
（医療技術職員）

その他医療職種
（看護師）

教育職種
（附属義務教育学校教員）
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人 歳 千円 千円 千円 千円

43 32.4 3,305 3,305 50 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

43 32.4 3,305 3,305 50 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

注1：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再雇用職員を除く。
注2：常勤同様の勤務時間の在外職員については、該当者がないため記載を省略した。
注3：常勤同様の勤務時間の任期付職員の区分については、すべて年俸制適用者であるため記載を省略した。
注4：「技能・労務職種」とは、調理師、自動車運転手、用務員等である。
注5：「教育職種（附属高校教員）」には、附属特別支援学校教員を含む。
注6：「教育職種(附属義務教育学校教員）」には、附属幼稚園教員を含む。
注7：「年間給与額」は、時間外手当を除く給与の額
注8：常勤職員の「その他医療職種（看護師）」及び「リサーチ・アドミニストレーター」、再雇用職員の「医療職種（病

院看護師）」及び「医療職種（病院医療技術職員）」、非常勤職員の「教育職種（附属義務教育学校教員）」に
ついては該当者が２人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、区分以外は記
載せず、常勤職員、再雇用職員、非常勤職員それぞれの全体の数値からも除外している。

〔年俸制適用者〕

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

227 49.1 7,971 7,971 61 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

15 49.3 9,867 9,867 71 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

200 49 8,141 8,141 58 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

12 50 2,766 2,766 96 0

人 歳 千円 千円 千円 千円

44 43.3 5,476 5,476 63 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

14 38.9 3,034 3,034 88 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

30 45.3 6,616 6,616 51 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

注1：常勤同様の勤務時間の在外職員については、該当者がないため記載を省略した。
注2：常勤同様の勤務時間の再雇用職員については、該当者がないため記載を省略した。
注3：常勤同様の勤務時間の非常勤職員については、該当者がないため記載を省略した。
注4：「年間給与額」は、時間外手当を除く給与の額
注5：任期付職員の「その他教育職種（附属高校教員）」、「リサーチ・アドミニストレーター」については該当者が２人

以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、区分以外は記載せず、任期付職員全
体の数値からも除外している。

医療職種
（病院医療技術職員）

非常勤職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）

医療職種
（病院看護師）

技能・労務職種

医療職種
（病院医師）

教育職種
（附属義務教育学校教員）

区分 人員 平均年齢
令和6年度の年間給与額（平均）

総額 うち所定内 うち賞与

任期付職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）

リサーチ・アドミニスト
レーター

常勤職員

その他事務・技術

教育職種
（年俸制適用教員給与規程

適用教員）

教育職種
（2号年俸制適用教員給与規程

適用教員）

医療職種
（病院医療技術職員）

その他教育職種
（附属高校教員）
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②

注1：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下④まで同じ。

注2：年齢20～23歳の該当者は1人であるため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、年間給与につい

ては表示していない。

注1：年齢20～23歳、24～27歳の該当者はいない。

注2：年齢28～31歳の該当者は2人であるため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、年間給与につい

 ては表示していない。

注：年齢20～23歳の該当者は3人であるため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、年間給与額の

第1・第3分位については表示していない。

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師）)
〔在外職員、再雇用職員及び年俸制適用者を除く。以下、④まで同じ。〕
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③

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

部長 3 57.5 11,261

課長 16 55.4 7,375

課長補佐 29 50.9 6,599

係長 93 48.6 5,902

主任 36 42.8 5,171

係員 82 30.4 4,006

注1：部長の該当者は3人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれがあることから、年間給与額の最高・最低

については表示していない。

注2：「課長」には相当職である「次長」、「事務長」及び「室長」、「課長補佐」には相当職である「副課長」及び「副室長」、

「係長」には相当職である「主査」及び「専門職員」を含む。

（教育職員（大学教員））

平均
人 歳 千円

教授 91 57.0 9,814

准教授 80 50.4 8,276

講師 20 48.7 7,343

助教 40 44.6 5,630

助手 1

教務職員 2

注1：助手の該当者は1人、教務職員の該当者は2人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれがあることから、

平均年齢、年間給与額の平均・最高・最低については表示していない。

（医療職員（病院看護師））

平均
人 歳 千円

看護部長 1

副看護部長 4 50.5 7,606

看護師長 28 52.9 6,660

副看護師長 55 45.8 6,073

看護師 379 33.6 5,106

注1：看護部長の該当者は1人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれがあることから、平均年齢、年間給与

額の平均・最高・最低については表示していない。

注2：副看護部長の該当者は4人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれがあることから、年間給与額の最高・

最低については表示していない。

注3：「看護師」には相当職である「助産師」を含む。

平均年齢

8,908 ～ 6,390

～

（最高～最低）

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師））

（最高～最低）

 7,222 ～ 4,346

 ～

 ～

代表的
職位

11,981 ～ 7,716

 9,323 ～ 6,702

 8,539 ～ 6,370

7,935 ～ 5,963

年間給与額

（最高～最低）

千円

年間給与額

代表的
職位

分布状況を示すグループ

7,012 ～ 4,395

4,920 ～ 3,335

人員分布状況を示すグループ

人員 平均年齢

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢

7,187 ～ 6,073

6,686 ～ 5,017

千円

年間給与額

6,199 ～ 4,146

千円

代表的
職位

～

～

6,629 ～ 4,072
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④

（事務・技術職員）
夏季（６月） 冬季（１２月） 計

％ ％ ％

51.8 52.0 51.9

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 48.2 48.0 48.1

％ ％ ％

         最高～最低 57.3～43.1 54.3～43.3 55.8～43.2

％ ％ ％

54.1 53.9 54.0

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 45.9 46.1 46.0

％ ％ ％

         最高～最低 53.0～42.7 52.5～43.2 49.6～43.1

（教育職員（大学教員））
夏季（６月） 冬季（１２月） 計

％ ％ ％

53.4 53.3 53.3

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 46.6 46.7 46.7

％ ％ ％

         最高～最低 53.5～44.1 54.7～44.2 53.4～44.1

％ ％ ％

54.0 54.2 54.1

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 46.0 45.8 45.9

％ ％ ％

         最高～最低 57.3～41.5 54.7～31.1 50.6～41.7

（医療職員（病院看護師））
夏季（６月） 冬季（１２月） 計

％ ％ ％

52.9 52.3 52.6

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 47.1 47.7 47.4

％ ％ ％

         最高～最低 48.3～45.6 48.4～46.1 48.3～46.1

％ ％ ％

54.0 53.7 53.8

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 46.0 46.3 46.2

％ ％ ％

         最高～最低 48.3～41.7 48.4～42.7 48.3～42.8

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

区分

管理
職員

一般
職員

賞与（令和6年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員
（病院看護師））

一律支給分（期末相当）

管理
職員

区分

一律支給分（期末相当）

一律支給分（期末相当）

一般
職員
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３ 給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

○医療職員（病院看護師）

国に比べて給与水準が
高くなっている理由

引き続き国家公務員の給与体系に依拠し、適切な給与水準の維持に努め
る。

・年齢・学歴勘案 ９４．７
・年齢・地域・学歴勘案 ９８．４

（文部科学大臣の検証結果）
法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の従業員の給与
等を勘案し、設定の考え方を明らかにすることが求められており、国家公務員と比べ
て給与水準が高い法人は、その合理性及び妥当性について、説明責任を果たす
べきこととされている。（独立行政法人改革等に関する基本的な方針（平成25年12
月24日閣議決定））
当該法人は、国家公務員の給与及び他の国立大学法人の給与等を総合的に勘案
したうえで、職員の給与水準を設定しており、法人における給与水準の妥当性の検
証結果から、適切な対応が執られていると考える。引き続き、適切な給与水準の設
定に努めていただきたい。

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合 】 24.5%
（国からの財政支出額 10,497百万円、支出予算の総額 42,750百万円：令
和6年度予算）（累積欠損額なし：令和5年度決算）

（法人の検証結果）
指数の状況として、年齢勘案の対国家公務員指数94.4、その他の指数もほぼ
国家公務員の給与水準を維持しており、本学の地域性・職員構成を勘案した
給与水準として適正と考える。

講ずる措置
看護職員の安定的確保のための方策を講じつつ、引き続き国家公務員の
給与体系に依拠し、適切な給与水準の維持に努める。

・年齢・地域勘案 ９８．２

・年齢・学歴勘案 ７７．９

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合 】 24.5%
（国からの財政支出額 10,497百万円、支出予算の総額 42,750百万円：令
和6年度予算）（累積欠損額なし：令和5年度決算）

（法人の検証結果）
指数の状況として、年齢勘案の対国家公務員指数78.3、その他の指数も概ね
80台といずれも国家公務員の給与水準を下回るが、本学の地域性・職員構成
を勘案した給与水準として適正と考える。

（文部科学大臣の検証結果）
法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の従業員の給与
等を勘案し、設定の考え方を明らかにすることが求められており、国家公務員と比べ
て給与水準が高い法人は、その合理性及び妥当性について、説明責任を果たす
べきこととされている。（独立行政法人改革等に関する基本的な方針（平成25年12
月24日閣議決定））
当該法人は、国家公務員の給与及び他の国立大学法人の給与等を総合的に勘案
したうえで、職員の給与水準を設定しており、法人における給与水準の妥当性の検
証結果から、適切な対応が執られていると考える。引き続き、適切な給与水準の設
定に努めていただきたい。

給与水準の妥当性の
検証

国に比べて給与水準が
高くなっている理由

・年齢勘案 ７８．３

・年齢勘案 ９４．４
項目 内容

（参考）対他法人 ９０．６

・年齢・地域勘案 ８６．６

項目

対国家公務員
指数の状況

（参考）対他法人 ９０．３   

対国家公務員
指数の状況

・年齢・地域・学歴勘案   ８６．２

講ずる措置

給与水準の妥当性の
検証

内容
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○教育職員（大学教員）と国家公務員との給与水準の比較指標 ８３．９

（注）上記比較指標は、法人化前の国の教育職（一）と行政職（一）の年収比率を基礎に、令和6年度の教育職員（大学

教員）と国の行政職（一）の年収比率を比較して算出した指数である。

４ モデル給与

５ 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

（扶養親族がいない場合）

【事務・技術職員】

○ ２２歳（大卒初任給）

月額220,000円 年間給与3,310,700円

○ ３５歳（主任）

月額292,400円 年間給与4,933,692円

○ ５０歳（課長）

月額446,100円 年間給与7,315,696円

【教育職員（大学教員）】

○ ２５歳（修士修了初任給）

月額283,700円 年間給与4,271,862円

○ ３５歳（助教）

月額345,100円 年間給与5,812,830円

○ ５０歳（教授）

月額468,000円 年間給与8,116,320円

※扶養親族がいる場合には、扶養手当（子１人につき月額10,000円、

子以外の扶養親族１人につき月額6,500円）を支給

本学が規定する職員評価の結果を基礎資料とし、職員の勤務成績等に応じて、現に受けてい

る本給の昇給、昇格、降格及び賞与（6月期、12月期）における支給割合の増減を行っている。

昇給については、1月1日に在職する職員に対し、前1年間におけるその者の勤務成績に応じて、

最高8号給上位の号給に昇給させることができる。

賞与（勤勉手当）については、6月1日及び12月1日（以下「基準日」という。）にそれぞれ在

職する職員に対し、基準日以前6か月以内の期間におけるその者の勤務成績に応じて、それぞ

れ支給割合を決定する。

昇格は、勤務成績が良好で、かつ本学が規定する必要経験年数又は必要在級年数を有してい

る者は、上位の職務の級に決定することができる。

降格は、勤務成績が不良な場合は、下位の級に決定することができる。

また、平成27年1月1日から導入した新たな年俸制度の適用を受ける職員について、業績年俸

の額は、前年度における勤務を対象として、その者の勤務成績の評価に基づき、学長がこれ

を決定することとしている。
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Ⅲ 総人件費について

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

注1：「非常勤役職員等給与」においては、寄附金、受託研究費その他競争的資金等により雇用される職員に係る費用

及び人材派遣契約にかかる費用等を含んでいるため、財務諸表附属明細書「(18)役員及び教職員の給与の明細」

における非常勤の合計額と一致しない。

注2：賞与引当金の取崩額・繰入額及び退職給付引当金の繰入額を除いた支給額を計上している。

注3：最広義人件費、各内訳について千円未満切り捨てのため、最広義人件費と各内訳の合計額は必ずしも一致しな

い。

総人件費について参考となる事項

Ⅳ 定年制度及び60歳以上の職員の給与制度

Ⅴ その他

区 分

給与、報酬等支給総額

2,278,980

9,716,405

2,366,473

947,362 821,833 917,988

9,424,740 9,597,794

福利厚生費

最広義人件費
18,321,954

非常勤役職員等給与
5,670,870 5,775,041 6,063,141

2,324,883

退職手当支給額

19,064,00818,519,552

特になし

「給与、報酬等支給総額」については、対前年度比1.2％の増となった。これは、国家公務員

の給与水準の見直し（民間給与との較差等に基づく給与改定）に関連し、本給月額の増額改定

の措置を実施したことなどによるものである。

また、「最広義人件費」については、対前年度比2.9％の増となった。これは、「給与、報酬

等支給総額」の増によるものである。

職員の定年年齢は65歳である。事務・技術職、医療職（病院看護師、病院医療技術職員）等に

ついては、令和5年4月1日に定年年齢を60歳から65歳に引き上げた。ただし、経過措置により

令和6年度における定年年齢は61歳としている。定年年齢の引上げに伴い、事務・技術職、医

療職（病院看護師、病院医療技術職員）等については、60歳に達した管理監督職の職員は以後

における最初の4月1日までの間に非管理監督職に降任する制度を設けているほか、職員の基本

給について61歳に達する年度から7割水準とすることとした。
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